
 

 

 

 

 

 

 

水道水質基準の最近の改正について

　(厚生科学審議会生活環境水道部会において審議され、その改正内容には、水質管理目標設定

　　　目標設定項目に位置づける。）

　　・「シス-1,2-ジクロロエチレン」に係る水質基準を「シス-1,2- 平成19年10月26日,平成20

　　　ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン」に変 年12月16日に審議された。

　　　更する。

　　する。

　　　　　　  　施行

平成23年4月1日

12月21日に審議された。　　　　　　  　施行

平成22年4月1日

�

平成21年4月1日

　　　　　　  　施行

　　　3mg/L以下に強化する。

　　・「有機物（全有機炭素（TOC)の量）」に係る水質基準を

　　「トリクロロエチレン」に係る水質基準を0.01mg/L以下に強化

○水質基準：

　　・「1,1-ジクロロエチレン」に係る水質基準を廃止。（水質管理

平成20年4月1日

＊参考　：裏面に水道水水質基準表を添付します

○水質基準：

　　「カドミウム及びその化合物」に係る水質基準を0.003mg/L

○水質基準：

2月2日に審議された。

平成22年2月2日,平成22年

平成20年12月16日,平成22年

　　　以下に強化する。

○水質基準：

　　　　　　　  施行

平成18年8月4日,平成19年

　　塩素酸を水質基準に追加。基準値を0.6mg/Lとする。 10月26日に審議された。

改正時期 改正内容 検討経緯

2.最近の改正内容

　　項目についても表記されていましたが省略しました）

　　　（水道法第４条）　　　　　   ・重金属、化学物質については浄水から評価値の10%値を超えて検出

水道水の水質基準とその改正等について、厚生労働省のホームページより概要をお知らせします。

1.水道水の水質基準について

　評価が定まらない物質等の検討項目の情報・知見の収集に努めています。

　○水質基準　　　　　　　　　　  ・具体的基準を省令で規定

　水道水の水質基準は水道法第４条に基づく水質基準以外にも、水質管理上留意すべき項目や、毒性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されるもの等を選定

                                          ・健康関連30項目＋生活上支障関連20項目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・水道事業者等に検査義務有り

　○水質管理目標設定項目　　・評価値が暫定であったり検出レベルが高くないものの水道水質管理上

　　　（15年局長通知）　　　　　 　  注意喚起すべき項目

　　　                      　　　　 　  ・健康関連14項目（農薬類102物質1項目を含む）＋生活上支障関連13

　　　                      　　　　　　  　項目

　○要検討項目　　　　　　　　　  ・毒性評価が定まらない、浄水中存在量が不明等　　　

　　　 （15年審議会答申）     　   ・全項目について情報・知見を収集
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カドミウムの量に関して0.003mg/L以下であること

有機物質

消毒副生成物

無機物質

その他

有機物質

0.01mg/L以下であること

0.01mg/L以下であること

0.06mg/L以下であること

0.6mg/L以下であること

有機物（全有機炭素（TOC)の量）

ジェオスミン

2-メチルイソボルネオール

0.00001mg/L以下であること

0.00001mg/L以下であること

非イオン界面活性剤 0,02mg/L以下であること

フェノール類 フェノールの量に換算して、0.005mg/L以下であること

異常でないこと

異常でないこと

5度以下であること

0.1mg/L以下であること

3mg/L以下であること

ナトリウムの量に関して、200mg/L以下であること

マンガンの量に関して、0.05mg/L以下であること

200mg/L以下であること

300mg/L以下であること

500mg/L以下であること

ジブロモクロロメタン

臭素酸

総トリハロメタン

トリクロロ酢酸

クロロ酢酸

クロロホルム

ジクロロ酢酸

トリクロロエチレン

ベンゼン

塩素酸

ジクロロメタン

テトラクロロエチレン

0.02mg/L以下であること

0.01mg/L以下であること

その他

濁度

臭気

色度

2度以下であること

5.8以上8.6以下であること

0.2mg/L以下であること

0.02mg/L以下であること

0.04mg/L以下であること

0.1mg/L以下であること

0.01mg/L以下であること

15

無機物質

四塩化炭素

1,4－ジオキサン

シス１，２－ジクロロエチレン及び

0.002mg/L以下であること

0.05mg/L以下であること

0.04mg/L以下であること

10mg/L以下であること

フッ素及びその化合物

ホウ素及びその化合物

フッ素の量に関して0.8mg/L以下であること

ホウ素の量に関して1.0mg/L以下であること

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

重金属

無機物質

消毒副生物
9

セレンの量に関して0.01mg/L以下であること

鉛の量に関して0.01mg/L以下であること

ヒ素の量に関して0.01mg/L以下であること

六価の量に関して0.05mg/L以下であること

セレン及びその化合物

鉛及びその化合物

ヒ素及びその化合物

六価クロム及びその化合物

シアン化物イオン及び塩化シアン シアンの量に関して0.01mg/L以下であること

水道水の水質基準

検出されないこと
微生物

水銀及びその化合物 水銀の量に関して0.0005mg/L以下であること

項  目 基 準 値 分 類
1mLの検水で形成される集落数が100以下であること一般細菌

ホルムアルデヒト

0.03mg/L以下であること

0.09mg/L以下であること

0.08mg/L以下であること

ブロモホルム

ブロモジクロロメタン

アルミニウム及びその化合物

鉄及びその化合物

銅及びその化合物

亜鉛の量に関して、1.0mg/L以下であること

アルミニウムの量に関して、0.2mg/L以下であること

鉄の量に関して、0.3mg/L以下であること

亜鉛及びその化合物

銅の量に関して、1.0mg/L以下であること

ナトリウム及びその化合物

マンガン及びその化合物

塩化物イオン

ｐＨ

カルシウム・マグネシウム等（硬度）

蒸発残留物

陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下であること

味

大腸菌

カドミウム及びその化合物

トランス－１，２－ジクロロエチレン
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